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秋 山 真 治
パワースペクトルが低周波数に向い巾法則に従い増大を示す現象は数多くある｡ 例えば電気
抵抗の電圧,海流の速度,太陽の黒点数,神経膜電位のゆらぎが1/ノタイプを示す｡このよ う
に1/fゆらぎは自然現象の多岐にわたり観察されるため,その発生のメカニズムを統一的に探
るのは困難である｡ しかし,確率過程として1/Jゆらぎを把えるならば,セミ･マルコフ型の
確率過程に入ることがわかっている｡
一方,力学系の理論では,自由度有限の決定論的な系でも双曲的構造の存在によって,最も
高いランダム性をも持ち得ることが示されている｡従ってランダム性のより劣る1/fゆらぎを
漸近速度として持つ力学系も少数自由度決定系において得ることができる｡現象面での1/Jゆ
らぎの豊富さ故,力学系のこのようなクラスを考察の対象とすることは,興味深く意義がある
と思われる｡
そこで,先ず最初に,対称な doublewelポテンシャルV(&)をもつ1自由度保存系に摂動項
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